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現在、日本の数多くの大学がグローバル人材の育成に向けて教育改革を推進している。

大学が実施するグローバル教育の取り組みとしては、留学生の受け入れや日本人学生の留

学、英語による講義や履修コースの設置などが代表的であるが、実際のグローバル社会で

の暮らしを考えた時に、上記のような学習で全てが網羅されるとは考え難い。そこで、国

際協力ボランティア活動などに代表される、現場体験を伴う国際協力活動を教育プログラ

ムへ取り入れることで、より現実に即したグローバル人材の育成に繋がるのではないかと

考えたのが、本研究の出発点である。本研究は学術研究の文献、および文部科学省等のデー

タを用いて進める。先行研究として、吉田[2014]の「『グローバル人材の育成』と日本の大

学教育：議論のローカリズムをめぐって」が挙げられる。吉田の論文では、グローバル人

材の育成という企業内部の課題が大学の教育へと移行してきたことを明らかにした上で、

欧米諸国へ追いつくことに偏向したグローバル人材の育成に注意を向かせている。そこで

本研究では、大学の担うグローバル人材の育成における、従来の欧米へのキャッチアップ

的な人材育成とは異なった教育の実践として、国際協力ボランティア活動の有用性につい

て考えていく。 

第 1 章では、日本の大学で起きているグローバル化への取り組みを把握するために、国

連、OECD 等の国際機関が公表している資料を活用し、世界の高等教育の動向を捉える。国

連機関では教育機会の不平等をなくす取り組みが改善されてきているものの、途上国にお

いては初等教育の質の向上や、中等教育のアクセスが課題となっており、高等教育につい

ては先進国に比べ就学率が低く、改善の余地は大きい。また、ジェンダー平等や女性への

エンパワメントという側面からも、教育の重要性が言われている。OECD では、高等教育

が大衆化してきており、女性の社会進出にあわせて女性の就学率も上昇してきた。また

OECD 諸国以外の国からの留学生が増えてきている状況である。 

第 2 章では、日本の留学生受け入れが政策の始まりといえる「留学生 10 万人計画」か

ら「留学生 30 万人計画」を軸に調査し、大学が国際化するなかで表面化してきた問題を

取り上げ、要因として、留学生受け入れという取り組み自体が受動的な対応となっている

ことを指摘する。また、留学生受け入れ政策と並行する形で、文部科学省による競争的資

金の投入によってグローバル人材の育成を推進してきた 4 つの事業を分析し、その動向か

ら見える問題点について触れる。 

第 3 章では、前半で大学生のボランティア活動の現状と、近年、大学で国際協力やボラ

ンティア活動が行われるようになった背景をおさえ、これらの活動を各大学がどのような

位置づけの下で実施しているのか事例を交えて紹介し、学生に期待している学びの成果を

明らかにする。また、国際協力ボランティア活動を経験することで修得が期待できる能力

について述べる。後半では、国際協力ボランティア活動をする上で課題となっている事柄

を運営面、教育制度の 2 つの側面から示す。最後に、大学が国際協力ボランティア活動を

拡大していくために、NGO 等の外部団体との連携の可能性について述べる。 

以上 

従業員は昇進や昇格を求めている。昇進・昇格に伴い、高い給与を得ることができる。
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